
2023 年 4 月 22 日（土） 

大阪大学歴史教育研究会第 150 回例会 

 

中世のヨーロッパ半島をグローバルに捉えること 

 

小澤実（立教大学） 

E-mail: m-ozawa@rikkyo.ac.jp 

 

一 『岩波講座世界歴史』のあゆみ 

第一期（1969-71）３１巻中、中世７（西洋３＋西アジア１＋中央アジア＋南アジア＋東ア

ジア） 

第二期（1998-2001）２８巻中、中世３（西洋２＋イスラム１） 

第三期（2022-）２４巻中、中世２（ただし７世紀以前と１５世紀は別巻） 

 

『中世史講座』（学生社、10 巻、1982-96） 

『西欧中世史』（ミネルヴァ書房、3 巻、1995） 

『地中海世界史』（青木書店、５巻、1999-2003） 

『興亡の世界史』（講談社、21 巻、2006-10） 

『ヨーロッパの中世』（岩波書店、８巻、2008-10） 

『歴史の転換期』（山川出版社、10 巻、2018-） 
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『論点・西洋史学』（ミネルヴァ書房、2021） 

*『西洋中世文化事典』（丸善出版、2024） 

*『中世を開く』（ミネルヴァ書房、2 巻、2024） 

 

二 『０９ヨーロッパと西アジアの変容』への批判 

総論（中世ヨーロッパ・西アジアの国家形成と文化変容）の狙い 

・トランスカルチュラルな絡み合いと境域への注目 

→「展望」は国家史を軸とした通史とし、「問題群」と「焦点」で「絡み合い」を深める（た

だし一番期待されていたはずの太田敬子先生の急逝） 

 

第９巻大黒（・林）総論への批判と疑問 

１）「ナショナル」・ヒストリーの総計感 

２）ビザンツ／正教世界や教皇庁の不在 

３）モンゴル・インパクトの位置付け 

４）ヨーロッパとイスラームの分離 

５）日本史と歴史教育との関連 

 

三 一体的かつグローバルな記述の可能性 

（宗教史を除けば）一神教空間史としては未だ困難だとしても、（おおよその）キリスト教

圏＝ヨーロッパ史としては記述可能ではないか。 



１）各国別ではなく、共通の要素を抽出する→城砦化、都市化、海上支配、十字軍、植民化、

議会成立、黒死病などを踏まえた上での小国家世界としてのヨーロッパ（Holmes, 

Shepard, and Weiler 2021; Holmes 2021）。 

２）「他者」（中央アジア・新大陸・アフリカなど）との交渉を潜り込ませる→遊牧民族の

インパクト、アジアの奢侈品や疫病、アフリカや新大陸の新資源、商人やミッションに

よる新「発見」（イスラム側からも）、知識や食などの文化交渉（Preiser-Kapeller 2020; 

Krebs 2021; Wickham 2023） 

３）「我がこと」としての中世ヨーロッパは可能か？→「見習うべき対象」としてではなく、

長期的視野や「異国の遠過去」の対象としての「中世」の導入により、近現代中心の歴

史総合や１６世紀以降のグローバルヒストリーへの留保と批判たりうるか？（Forrest, 

Ozawa, and Power 2024） 

４）グローバルな研究活動としての中世史研究（Haneda and Oka 2019; Forrest, Ozawa, and 

Power 2024）→グローバルヒストリーのもう一つの存立要件。ヒストリオグラフィー

を西欧とことにする日本人中世史家らの貢献は今後間違いなく増大するし、DeepL や

ChatGPT の登場はそれを支援する。 
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* 以上につきまして、4 月 22 日当日に配布したレジュメの誤記を修正し、若干表現を変更

しました。 


